
「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

市
民
グ
ル
ー
プ
と
市
長
が
楽
し
く
語
ら
い

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
策
定

橋
を
長
持
ち
さ
せ
て
、
財
政
負
担
を
軽
減
し
ま
す

『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』城
崎
温
泉
･
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ
ア
ー

参
加
者
と
く
と
く
イ
ベ
ン
ト
実
施
中

　

市
が
管
理
す
る
規
模
の
大
き
い

道
路
橋（
橋
長
15
メ
ー
ト
ル
以
上
）

は
2
1
9
橋
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
建
設
後
50
年
以
上

を
経
過
し
た
老
朽
橋
は
、
現
時
点

で
は
8
橋
で
す
が
、
20
年
後
に
は

92
橋
と
な
り
、
急
速
に
老
朽
化
が

進
行
す
る
た
め
、
補
修
や
架
替
え

費
の
増
大
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
市
で
は
、
市
道
橋
の

維
持
管
理
を
効
率
的
・
効
果
的
・

計
画
的
に
行
い
、
将
来
的
な
財
政

負
担
の
低
減
と
平
準
化
を
図
る
た

め
に「
橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
県
内
の
市
で

は
、
神
戸
市
に
次
ぐ
２
番
目
の
計

画
策
定
と
な
り
ま
す
。

　

本
計
画
に
基
づ
き
、
主
な
部
材

の
交
換
等
の
補
修
を
適
切
な
時
期

に
実
施
す
る
予
防
的
な
維
持
管
理

に
転
換
す
る
こ
と
に
よ
り
、
橋
梁

の
寿
命
は
平
均
32
年
延
命
で
き
、

今
後
1
0
0
年
間
で
1
5
8
億
円

の
コ
ス
ト
縮
減
が
見
込
め
ま
す
。

【
6
月
】

22
日
・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
・
中
小
企
業
融
資
制
度

お
よ
び
利
子
補
給
制
度
拡

充

23
日
・
現
市
役
所
本
庁
舎
を
新
庁

舎
の
一
部
と
し
て
保
存
活

用
す
る
こ
と
を
表
明

24
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
城
崎
総
合
支
所
）

29
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
但
東
総
合
支
所
）

26
日
・
副
市
長
候
補
者
公
募
説
明

会
〔
東
京
会
場
〕
開
催

27
日
・
副
市
長
候
補
者
公
募
説
明

会
〔
神
戸
会
場
〕
開
催

29
日
・
平
成
21
年
度 

豊
岡
市
感

謝
状
贈
呈
式
開
催

【
7
月
】

１
日
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
風
評
被
害

対
策
・
城
崎
温
泉
外
湯
入

浴
料
半
額
割
引（
〜
14
日
）

２
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク
（
市
長
室
、
出
石

総
合
支
所
）

３
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
竹
野
総
合
支
所
）

５
日
・
兵
庫
県
知
事
選
挙

13
日
・
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い

ト
ー
ク（
日
高
総
合
支
所
）

14
日
・
豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利

帳
」
発
刊
式

〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
仲
間
と
一
緒

に
市
長
と
気
軽
に
語
り
合
え
る

「
中
貝
市
長
と
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
公
募
に
申
込
み
を

し
た
16
の
グ
ル
ー
プ
で
、
子
育
て

真
っ
最
中
の
お
母
さ
ん
グ
ル
ー
プ
、

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
頑
張
る

グ
ル
ー
プ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。

　

6
月
24
日
か
ら
７
月
13
日
の
間

に
、
6
カ
所
の
会
場
で
、
各
グ
ル

ー
プ
が
希
望
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い

て
、
約
１
時
間
、
市
長
と
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

市
長
と
の
懇
談
会
を
3
月
か
ら
６

月
ま
で

地
区
公

民
館
単

位
・
29

会
場
で

開
催
し

ま
し
た

が
、
今

回
は
仲

間
だ
け

で
市
長

と
話
せ

る
機
会

と
あ
っ

て
、
和

や
か
な

雰
囲
気

で
話
が

弾
み
ま

し
た
。

　

こ
の
機
会
に
と
テ
ー
マ
以
外
に

ま
で
話
が
発
展
し
た
り
、
話
し
合

っ
て
い
る
う
ち
に
、
視
点
の
違
い

か
ら
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
し

ま
し
た
。

　

市
長
も
市
民
の
皆
さ
ん
の
頑
張

り
や
将
来
へ
の
不
安
か
ら
の
涙
な

が
ら
の
話
に
何
度
も
う
な
づ
い
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
市
長
さ
ん
、
意
外
と

ソ
フ
ト
」
な
ど
の
声
も
聞
こ
え
、

笑
い
声
も
響
い
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
、
こ
の
よ
う

な
市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
と
の
話

し
合
い
の
場
を
設
定
し
、「
対
話

と
共
感
」
の
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

▲出石総合支所でのトーク

メ
、
Ｊ
Ｒ
、
観
光
業
者
な
ど
の
異

業
種
が
共
同
し
て
行
う
珍
し
い
事

業
と
し
て
、
テ
レ
ビ
で
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
各
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン

ト
で
、「
捜
査
の
手
が
か
り
」と「
行

き
先
ヒ
ン
ト
」
を
集
め
て
謎
解
き

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
す
。
正
解
は
、

ツ
ア
ー
実
施
期
間

終
了
後
、「
週
刊

少
年
サ
ン
デ
ー
」

で
発
表
さ
れ
る
ほ

か
、
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ

で
も
「
解
答
編
」

が
放
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。

　

市
で
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
風
評
被
害
に
よ
り
販
売
が
一

時
鈍
化
し
た
「『
名
探
偵
コ
ナ
ン
』

城
崎
温
泉
･
出
石
ミ
ス
テ
リ
ー
ツ

ア
ー
」
の
参
加
者
の
拡
大
と
地
域

経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
7

月
1
日
か
ら
参
加
者
先
着
1
万
人

に
「
城
崎
・
出
石
小
判
」
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

　

小
判
は
、城
崎
温
泉
街
の
旅
館

や
商
店
、城
崎
マ
リ
ン
ワ
ー
ル
ド
、

出
石
地
域
の
そ
ば
店
な
ど
で
11

月
3
日
ま
で
使
用
で
き
る
商
品
券

（
大
人
1
、0
0
0
円
分
、子
ど
も

5
0
0
円
分
）に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
行
政
、
ア
ニ

▲「城崎・出石小判」

▲竹野総合支所でのトーク
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「
ホ
タ
ル
を
見
に
お
い
で
。
以

前
は
、
宝
石
箱
を
散
ら
か
し
た
み

た
い
に
ホ
タ
ル
が
い
た
。
そ
れ
を

あ
の
台
風
が
奪
っ
て
い
っ
た
。
で

も
頑
張
っ
て
、
ま
だ
元
通
り
で
は

な
い
け
れ
ど
、
増
え
て
き
た
よ
」

友
人
に
誘
わ
れ
て
出
石
の
奥
山
に

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ホ
タ
ル
の
前
に
、
ま
ず
は
酒
盛

り
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

地
元
の
人
た
ち
も
加
わ
っ
て
、
タ

ヌ
キ
や
キ
ツ
ネ
も
驚
け
と
ば
か
り

に
、
に
ぎ
や
か
に
や
っ
て
い
ま
し

た
。

　

座
の
中
に
、
地
元
の
年
配
の
方

が
お
ら
れ
ま
し
た
。
酒
を
酌
み
交

わ
し
て
い
る
う
ち
に
、
ふ
と
思
い

出
し
て
お
話
し
ま
し
た
。「
あ
、そ

う
そ
う
、
今
度
の
補
正
で
、
携
帯

電
話
不
通
区
に
衛
星
携
帯
電
話
を

配
備
し
ま
す
。
区
に
１
台
で
す
が
、

区
長
さ
ん
に
お
預
け
し
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
、
そ
れ
で
対

策
本
部
や
消
防
や
警
察
に
電
話
し

て
く
だ
さ
い
」。

　

市
内
に
は
、
携
帯
が
通
じ
な
い

区
が
10
区
あ
り
ま
す
。
合
併
時
は

43
区
で
し
た
か
ら
、
事
態
は
か
な

り
改
善
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
少
な
く
と
も
今
年
の
台
風
時

期
に
は
間
に
合
わ
な
い
区
が
あ
り

ま
す
。
当
座
の
対
策
と
し
て
衛
星

携
帯
電
話
を
配
備
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
こ
れ
な
ら
、
電
話
線
が

切
れ
て
も
、
人
工
衛
星
を
介
し
て

通
話
が
可
能
で
す
。

　

平
成
16
年
の
台
風
23
号
で
、
奥

山
で
は
裏
山
が
崩
れ
て
潰
れ
た
家

の
中
で
１
人
が
命
を
失
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

　
「
真
っ
暗
だ
っ
た
。
助
け
を
求

め
よ
う
に
も
、
電
話
は
通
じ
な

か
っ
た
。
歩
い
て
山
道
を
下
り
て

い
っ
た
。
道
路
は
壊
れ
、
木
が
覆

い
か
ぶ
さ
り
、
恐
ろ
し
い
緊
張
の

中
を
よ
う
や
く
下
に
た
ど
り
つ
い

た
。
で
も
、間
に
合
わ
な
か
っ
た
」

そ
の
方
は
、
涙
を
ぼ
ろ
ぼ
ろ
流
し

な
が
ら
当
時
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

孤
立
し
た
。
そ
し
て
孤
独
だ
っ
た
。

そ
う
言
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
な
気

が
し
ま
し
た
。

　

衛
星
携
帯
電
話
は
、
暗
闇
の
中

で
光
る
１
匹
の
ホ
タ
ル
に
な
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

孤
立
と
孤
独
と
ホ
タ
ル
の
話 21

豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発
行

市
政
・
生
活
情
報
を
掲
載
し
た
保
存
版
冊
子
で
す▲くらしの便利帳発刊式での㈱サイ

ネックス代表取締役社長の村田吉
優さんと中貝市長

＂
環
境
を
考
え
る
＂
韓
国
・
南
ソ
ウ
ル
大
学
の
学
生
た
ち
が
来
訪

環
境
学
習
と
竹
野
の
海
岸
清
掃
を
行
い
ま
し
た

　

6
月
25
日
、
韓
国
・
南
ソ
ウ
ル

大
学
生
な
ど
26
人
の
研
修
団
が
、

竹
野
町
切
浜
の
は
さ
か
り
岩
東
岸

で
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
取
組
み
は
、「
世
界
の
平

和
と
環
境
を
考
え
る
研
修
」
と
し

て
同
大
学
が
鳥
取
大
学
と
連
携
し

て
実
施
し
て
お
り
、
今
年
で
4
回

目
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
福
井

県
小
浜
市
か
ら
鳥
取
砂
丘
ま
で
の

海
岸
沿
い
を
自
転
車
で
移
動
し
な

が
ら
清
掃
活
動
を
行
い
、
日
本
海

岸
に
漂
着
し
た
海
洋
ご
み
を
通
じ

て
環
境
問
題
を
考
え
る
と
と
も
に
、

訪
問
先
の
環
境
施
策
を
学
習
し
ま

し
た
。

　

切
浜
の
清
掃
に
は
、
地
元
の
方

を
含
む
約
70
人
が
参
加
し
、
流
木
、

ロ
ー
プ
、
ブ
イ
、
ド
ラ
ム
缶
、
医

療
ご
み
や
ハ
ン
グ
ル
語
表
記
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
、
約
4
ト
ン

の
ご
み
を
回
収
し
ま
し
た
。

　

研
修
団
は
、
前
日
の
24
日
に
は

県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
を
訪

れ
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
野
生
復
帰
の
取

組
み
を
学
び
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷

営
農
組
合
の
稲
葉
哲
郎
さ
ん
か
ら

は
、
環
境
創
造
型
農
業
の
説
明
を

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
但
建
築
連
合
会
の

指
導
に
よ
り
、
郷
公
園
周
辺
の
水

路
に
設
置
さ
れ
て
い
る
生
き
も
の

の
退
避
ス
ペ
ー
ス
の
修
繕
作
業
を

行
い
ま
し
た
。

　

来
訪
し
た
大
学
生
の
シ
ン
・

ジ
ョ
ン
・
ホ
ン
さ
ん
は
「
今
年

は
体
験
活

動
も
で
き
、

よ
り
多
く

の
こ
と
を

学
ぶ
こ
と

が
で
き
て

よ
か
っ
た
」

と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民

生
活
に
必
要
な
情
報
を
掲
載
す
る

豊
岡
市
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
を

作
成
し
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」
の
発
行

に
当
た
っ
て
は
、
市
の
財
政
負
担

を
伴
わ
ず
に
行
政
情
報
の
発
信
が

で
き
る
よ
う
に
、
官
民
協
働
の
事

業
手
法
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
の

手
法
で
は
、
市
が
掲
載
原
稿
を
作

成
し
、
業
者
（
㈱
サ
イ
ネ
ッ
ク

ス
）
が
冊
子
の
編
集
か
ら
印
刷
製

本
、
配
布
ま
で
を
担
当
し
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、「
く
ら
し
の

便
利
帳
」
に
、
市
内
の
企
業
・
団

体
な
ど
の
広
告（
有
料
）を
掲
載
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
「
く
ら
し
の
便
利
帳
」は
、
現
在
、

業
者
が
各
世
帯
へ
の
配
布
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、８
月
中
旬
を
過
ぎ
て
も
、

自
宅
に
届
か
な
い
場
合
は
、
秘
書

広
報
課
広
報
・
交
流
係
に
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

▲地元の方と交流しながら清掃
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